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東
北
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
会

防
草
ブ
ロ
ッ
ク
の
普
及
認
知
拡
大

　

意
見
交
換
に
は
建
コ
ン
協
東

北
か
ら
菅
原
支
部
長
の
ほ
か
、

石
塚
三
雄
副
支
部
長
、
松
尾
新

二
朗
副
支
部
長
兼
技
術
部
会
長

ら
が
出
席
。
東
北
整
備
局
か
、

ら
は
企
画
部
の
宮
本
健
也
部

長
、
髙
松
昭
浩
統
括
防
災
官
、

佐
藤
彰
技
術
調
整
管
理
官
、
大

澤
尚
史
技
術
開
発
調
整
官
ら
が

顔
を
そ
ろ
え
た
。

　

宮
本
部
長
は
、「
一
番
の
課

題
は
納
期
の
平
準
化
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
整
備
局
と
し
て
も

改
善
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
た
め
、
引
き
続
き
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
協

力
し
て
い
き
た
い
。
併
せ
て
、

度
重
な
る
自
然
災
害
へ
の
対
応

な
ど
業
界
が
重
要
な
役
割
を
果

た
し
続
け
る
た
め
に
、
横
ば
い

と
な
っ
て
い
る
予
算
の
増
額
で

の
確
保
に
努
め
る
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

菅
原
支
部
長
は
、
自
然
災
害

対
応
や
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
な
ど
拡

大
す
る
業
界
の
役
割
を
強
調
し

た
上
で
「
重
点
事
項
の
担
い
手

確
保
、
働
き
方
改
革
推
進
な
ど

は
受
発
注
者
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な

い
。
加
え
て
、
総
合
評
価
落
札

方
式
の
加
点
項
目
に
も
な
っ
て

い
る
賃
上
げ
に
向
け
て
は
、
安

定
的
な
企
業
経
営
が
必
要
だ
。

賃
上
げ
が
可
能
な
事
業
量
を
確

保
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

　

今
回
は
①
担
い
手
確
保
・
育

成
の
た
め
の
環
境
整
備
②
技
術

力
に
よ
る
選
定
③
品
質
の
確

保
・
向
上
④
災
害
対
応
に
向
け

た
環
境
改
善
④
Ｄ
Ｘ
推
進
の
環

境
整
備
―
な
ど
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
建
コ
ン
協
側
は

担
い
手
確
保
へ
さ
ら
な
る
平
準

化
や
適
切
な
履
行
期
間
確
保
な

ど
を
要
望
。
併
せ
て
、
物
価
高

騰
な
ど
を
踏
ま
え
た
安
定
的
な

予
算
確
保
や
、
複
数
年
契
約
に

お
け
る
技
術
者
単
価
引
き
上
げ

に
合
わ
せ
た
契
約
変
更
な
ど
を

望
ん
だ
。

　

整
備
局
側
は
、
国
債
・
翌
債
、

繰
り
越
し
な
ど
の
一
層
の
活
用

に
よ
り
平
準
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
適
切
な
履
行
期
間
確
保

を
事
務
所
に
指
導
し
て
い
く
と

回
答
。
さ
ら
に
「
技
術
者
単
価

の
ス
ラ
イ
ド
は
全
国
的
な
課
題

に
も
な
っ
て
い
る
の
で
本
省
に

伝
え
る
が
、
業
界
か
ら
も
声
を

挙
げ
て
ほ
し
い
」と
提
起
し
た
。

　

技
術
力
に
よ
る
選
定
を
め

ぐ
っ
て
は
、
建
コ
ン
協
側
が

▽
計
画
系
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
お

け
る
技
術
単
価
の
引
き
上
げ
に

応
じ
た
業
務
規
模
拡
大
▽
高
度

な
技
術
提
案
書
を
作
る
た
め
、

作
成
期
間
の
延
長
▽
国
土
交
通

省
登
録
資
格
組
み
合
わ
せ
評
価

の
適
切
な
運
用
▽
地
域
コ
ン
サ

ル
の
受
注
機
会
創
出
に
向
け
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
型
、
施
工
能
力
評

価
方
式
な
ど
の
業
務
規
模
（
２

０
０
０
万
円
以
下
）
拡
大
―
な

ど
を
求
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
整
備
局
は
、

そ
れ
ぞ
れ
検
討
・
周
知
を
進
め

る
と
す
る
と
と
も
に
、「
組
み

合
わ
せ
評
価
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
継
続
す
る
」
と
回
答
。
技

術
提
案
書
の
作
成
期
間
延
長
や

地
域
企
業
の
受
注
機
会
創
出
に

向
け
た
業
務
規
模
拡
大
に
つ
い

て
は
、「
皆
さ
ん
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
検
討
し
た
い
」
と
応

じ
た
。

　

品
質
の
確
保
・
向
上
に
関
し

て
は
、
受
発
注
者
合
同
現
地
踏

査
や
実
施
し
た
際
の
契
約
変

更
、
入
札
調
書
の
速
や
か
な
公

開
、
特
記
仕
様
書
へ
技
術
提
案

履
行
不
要
に
関
す
る
項
目
の
追

記
な
ど
を
要
望
。
災
害
対
応
に

つ
い
て
は
、
対
応
に
か
か
っ
た

費
用
の
適
切
な
計
上
、
Ｄ
Ｘ
推

進
を
め
ぐ
っ
て
は
電
子
契
約
シ

ス
テ
ム
活
用
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
や
業
務
成
績
評
定
点
の

　

東
北
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
会

（
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｂ
Ａ　

舟
田
詔
文
会

長
）
は
11
月
29
日
、
仙
台
市
で

第
４
回
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

　

舟
田
会
長
は
「
イ
ン
フ
ラ
は

生
活
を
守
る
た
め
に
大
事
な
も

の
だ
。
会
員
の
力
を
結
集
し
、

東
北
の
地
で
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
の

普
及
認
知
拡
大
に
努
め
た
い
。

来
年
度
に
は
全
国
防
草
ブ
ロ
ッ

ク
工
業
会
の
総
会
を
仙
台
市
で

開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

る
。
会
員
の
協
力
を
お
願
い
す

る
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
新

会
員
と
し
て
、
丸
吉
コ
ン
ク

リ
ー
ト
（
山
形
県
白
鷹
長
町
）

の
塩
田
元
代
表
取
締
社
長
と

ト
ー
セ
キ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
（
秋
田

県
潟
上
市
）
の
高
野
仁
代
表
取

締
社
長
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
議
事
に
入
り
、
２

０
２
５
年
度
の
事
業
計
画
を
承

認
。
25
年
度
の
事
業
計
画
に
は

▽
各
県
で
の
展
示
会
等
の
積
極

的
参
加
▽
Ｊ
Ｗ
Ｂ
Ａ
第
４
回

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
配
布
営
業
ツ
ー

ル
を
用
い
た
周
知
活
動
▽
Ｅ
Ｅ

東
北
25
出
展
▽
全
国
防
草
ブ

ロ
ッ
ク
工
業
会
総
会
の
仙
台
開

催
―
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

Ｒ
Ｃ
造
、
Ｓ
造
や
歴
史
的

建
造
物
の
調
査
診
断
、補
修
・

補
強
、
環
境
対
策
を
行
う
コ

ン
ス
テ
ッ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
大
阪
市　

安
部
俊
彦

代
表
取
締
役
社
長
）
は
11
月

６
日
、
７
日
の
２
日
間
、
仙

台
国
際
セ
ン
タ
ー
展
示
棟
で

コ
ン
ス
テ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ

「
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
２
０
２
４
」

を
開
催
す
る
。

　

同
フ
ェ
ア
は
、
コ
ン
ス

テ
ッ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

グ
ル
ー
プ
の
、
コ
ン
ス
テ
ッ

ク
、
建
設
環
境
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
、グ
ラ
ン
テ
ッ
ク
、

コ
ー
ナ
ン
シ
ス
テ
ム
ズ
、
バ

ウ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
５

社
が
一
堂
に
会
し
、
建
造
物

の
長
寿
命
化
を
支
援
す
る
技

術
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
紹

介
す
る
。

　

当
日
会
場
は
、
安
全
性
・

防
災
機
能
の
確
保
（
鉄
骨
造

工
場
向
け
改
修
、制
振
改
修
、

耐
震
改
修
）、
耐
久
性
向
上
、

機
能
性
向
上
、
歴
史
的
建
造

物
、
地
盤
（
屋
外
展
示
）、

橋
梁
、
調
査
・
診
断
の
７
つ

の
ブ
ー
ス
を
準
備
。
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
た
展
示

内
容
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
機
能
性
向
上

ブ
ー
ス
で
は
有
害
物
質
対
策

と
し
て
、
コ
ン
ス
テ
ッ
ク
Ａ

Ｇ
バ
ブ
ル
シ
ス
テ
ム
「
泡
噴

出
・
集
じ
ん
装
置
付
き
湿
式

デ
ィ
ス
ク
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
ケ

レ
ン
工
法
」
を
紹
介
す
る
。

同
工
法
は
、
石
綿
（
ア
ス
ベ

ス
ト
）
を
含
有
す
る
建
築
用

仕
上
塗
材
撤
去
の
際
に
発
生

す
る
粉
じ
ん
を
、
泡
に
よ
っ

て
絡
め
取
り
な
が
ら
湿
潤
化

す
る
こ
と
で
飛
散
・
漏
え
い

を
防
止
し
、
同
時
に
集
じ
ん

装
置
で
吸
引
す
る
も
の
。
石

綿
の
飛
散
を
最
小
限
に
抑

え
、
無
機
系
の
下
地
調
整
材

を
含
め
て
除
去
で
き
る
の
が

特
徴
だ
。
会
場
で
は
、
コ
ン

ス
テ
ッ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
グ
ル
ー
プ
が
持
つ
最
新
技

術
を
一
度
に
体
験
で
き
る
。

　

ま
た
、
両
日
と
も
に
、
特

別
講
演
が
行
わ
れ
る
。

　

詳
細
は
同
社
Ｈ
Ｐ
ニ
ュ
ー

　

土
地
改
良
建
設
協
会
（
押
味

至
一
会
長
）
は
10
月
30
日
、
仙

台
合
同
庁
舎
で
東
北
農
政
局
と

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
東
北
地

方
に
拠
点
を
置
く
会
員
企
業
39

社
と
農
政
局
職
員
が
参
加
し
、

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
を
順

守
す
る
た
め
の
適
正
工
期
の
確

保
や
発
注
ロ
ッ
ト
の
大
型
化
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
案
件
の
増
大
な
ど
の
協

会
側
の
要
望
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
た
。

　

同
協
会
の
塩
屋
俊
一
専
務
理

事
は
４
月
か
ら
の
時
間
外
労
働

上
限
規
制
に
触
れ
「
働
き
方
改

革
は
、
わ
れ
わ
れ
建
設
業
界
だ

け
で
は
な
く
、
発
注
者
側
に
も

求
め
ら
れ
て
い
る
。
お
互
い
の

働
き
方
改
革
を
考
え
る
Ｗ
ｉ
ｎ

―
Ｗ
ｉ
ｎ
の
形
で
進
め
て
い
か

な
け
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
」
と
述
べ
「
そ
の
た
め
の
生

産
性
の
向
上
に
向
け
た
提
言
・

提
案
な
ど
を
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

７
月
に
着
任
し
た
菅
家
秀
人

農
政
局
長
は
、「
農
水
省
は
来

年
度
予
算
の
概
算
要
求
で
対
前

年
度
比
１
１
８
・
８
㌫
と
な
る

５
３
０
１
億
円
を
要
求
し
た
。

こ
れ
は
先
端
的
な
技
術
を
活
用

し
た
生
産
方
針
、
ス
マ
ー
ト
農

業
と
の
適
合
に
配
慮
し
つ
つ
、

最
新
の
技
術
的
知
見
を
踏
ま
え

て
農
地
や
農
業
水
利
施
設
の
整

備
を
進
め
る
た
め
の
も
の
だ
。

意
見
交
換
を
踏
ま
え
て
、
発
注

者
の
責
務
と
し
て
、
適
正
な
工

期
の
設
定
や
早
期
発
注
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
」
と
述
べ

た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
初
め
に
、

東
北
農
政
局
が
工
事
発
注
に
関

す
る
改
善
点
や
管
内
国
営
事
業

の
実
施
状
況
を
説
明
。
協
会
側

か
ら
も
、
余
裕
工
期
の
設
定
な

ど
に
つ
い
て
、
過
去
６
年
間
で

最
高
の
67
㌫
に
達
し
、
初
め
て

半
数
を
超
え
た
こ
と
を
報
告
。

一
方
、
余
裕
期
間
の
日
数
は
設

定
し
て
い
る
工
事
に
お
い
て
も

１
カ
月
以
上
の
余
裕
期
間
を
設

定
し
て
い
る
の
は
38
件
中
12
件

（
32
㌫
）。
余
裕
期
間
が
設
定
さ

れ
て
い
な
い
工
事
を
含
め
る

と
、
全
体
57
件
中
45
件
（
78
㌫
）

が
１
カ
月
未
満
の
た
め
改
善
し

て
ほ
し
い
―
な
ど
と
提
案
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
員
各
社
か
ら
大

き
く
分
け
て
①
働
き
方
改
革
・

適
正
工
期
②
工
事
規
模
・
発
注

方
法
③
設
計
・
積
算
④
入
札
契

約
⑤
工
事
実
施
・
設
計
変
更
－

の
５
つ
を
要
望
。

　

働
き
方
改
革
に
つ
い
て
は
農

舟
田
会
長

東
北
農
政
局
と
意
見
交
換
土地改良建設協

適
正
工
期
確
保
や
ロ
ッ
ト
大
型
化
要
望

　

宮
城
県
土
木
施
工
管
理
技
士

会
（

谷
秀
男
会
長
）、
宮
城

県
建
設
業
協
会
（
千
葉
嘉
春
会

　

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
東
北
支
部
（
菅
原
稔
郎
支
部
長
）
は
10
月
30
日
、
仙

台
市
の
ホ
テ
ル
白
萩
で
東
北
地
方
整
備
局
と
の
意
見
交
換
会
を
開
い
た
。
こ
の
中
で
、

働
き
方
改
革
推
進
に
向
け
て
双
方
で
納
期
平
準
化
の
重
要
性
を
共
有
し
、
整
備
局
側

が
国
債
等
の
活
用
に
一
層
取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
た
。
ま
た
、
建
コ
ン
側
は
安
定
的

な
予
算
と
適
切
な
履
行
期
間
の
確
保
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
総
合
評
価
落
札
方
式
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
な
ど
技
術
力
に
よ
る
選
定
の
さ
ら
な
る
制
度
改
善
を
求
め
た
。

菅
原
支
部
長（
左
）と
宮
本
企
画
部
長

宮城県土木施工管理技士会ほか

第 25 回土木技術奨励賞

若手土木技術者37人が受賞

納
期
平
準
化
の
重
要
性
共
有

納
期
平
準
化
の
重
要
性
共
有

建コン協東北

東
北
整
備
局
と
意
見
交
換

技
術
力
に
よ
る
選
定
の
制
度
改
善
を

仙台国際センターで仙台国際センターで1111月６日～７日開催月６日～７日開催

コンステックホールディングス

建造物の長寿命化支援技術を紹介

ス
ま
た
は
上

記

の

Ｑ

Ｒ

コ
ー
ド
よ
り
。

Ｈ
Ｐ
で
の
公
表
促
進
な
ど
を
望

ん
だ
。

　

こ
の
ほ
か
、
早
期
発
注
、
翌

債
業
務
の
４
月
以
降
の
契
約
分

で
、「
３
月
31
日
ま
で
の
履
行

業
務
は
手
持
ち
業
務
に
含
め
な

い
」こ
と
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

緩
和
措
置
を
求
め
た
。

長
）、
み
や
ぎ
建
設
総
合
セ
ン

タ
ー
（

谷
秀
男
代
表
理
事
）

が
主
催
す
る
第
25
回
土
木
技
術

奨
励
賞
の
受
賞
者
が
決
ま
っ

た
。
今
回
は
論
文
の
部
、
施
工

の
部
、
25
周
年
記
念
特
別
賞
に

計
１
０
５
点
の
応
募
が
あ
り
、

受
賞
者
37
人
を
選
定
。
表
彰
式

は
18
日
に
、
仙
台
市
の
パ
レ
ス

へ
い
あ
ん
で
開
催
す
る
。

　

こ
の
賞
は
、
若
手
土
木
技
術

者
の
技
術
向
上
な
ど
を
目
的
に

２
０
０
０
年
に
創
設
。
宮
建
協

に
属
す
る
建
設
会
社
に
勤
務
す

る
40
歳
未
満
の
土
木
系
若
手
技

術
者
を
対
象
と
し
て
い
る
。
応

募
点
数
は
論
文
の
部
33
点
、
施

工
の
部
54
点
、
25
周
年
記
念
特

別
賞
18
点
。

　

こ
の
中
か
ら
選
考
委
員
会

（
委
員
長
・
西
村
修
東
北
大
学

教
授
）
が
受
賞
者
を
選
考
し
た

結
果
、
最
優
秀
賞
は
論
文
の
部

で
佐
藤
海
都
氏
（
丸
本
組
）
の

「
旧
橋
梁
で
繋
い
だ
建
設
業
と

地
域
社
会
」、
施
工
の
部
で
鈴

木
隆
ノ
介
氏
（
小
野
良
組
）
の

「
防
波
堤
の
撤
去
に
潜
む
危
険

と
安
全
管
理
」、
25
周
年
特
別

賞
で
伊
藤
卓
也
氏（
春
山
建
設
）

の
「
職
場
体
験
の
ス
ス
メ
」
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。

　

最
優
秀
賞
以
外
の
受
賞
者
、

件
名
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）。

【
論
文
の
部
】

◎
優
秀
賞

▽
酒
巻
美
沙
都
（
深
松
組
）
＝

土
木
業
界
の
女
性
技
術
者
の
活

用
▽
京
兼
昂
矢
（
丸
か
建
設
）

＝
設
計
図
書
の
Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用
推

進
▽
鈴
木
吉
寛
（
丸
本
組
）
＝

橋
梁
点
検
の
課
題
▽
髙
橋
慶
匠

（
村
田
工
務
所
）
＝
よ
り
良
い

建
設
業
を
目
指
し
て

◎
佳
作

▽
髙
坂
和
希
（
熱
海
建
設
）
＝

建
設
業
と
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
▽
佐
々

木
勇
生
（
奥
田
建
設
）
＝
一
般

的
論
理
で
見
た
経
営
学
視
点
で

見
た
建
設
業
▽
佐
藤
嘉
久
呂

（
奥
田
建
設
）
＝
Ａ
Ｉ
に
よ
る

安
全
性
の
向
上
▽
森
京
介
（
小

野
良
組
）
＝
建
設
業
に
お
け
る

休
憩
時
間
の
役
割
▽
髙
橋
凜

（
渡
辺
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

＝
男
性
の
育
児
休
業
と
建
設
業

の
新
た
な
姿
（
２
０
２
４
）

◎
努
力
賞

▽
坂
本
真
緒
（
熱
海
建
設
）
＝

持
続
可
能
な
社
会
と
土
木
▽
加

藤
一
（
奥
田
建
設
）
＝
大
規
模

現
場
に
お
け
る
安
全
管
理
▽
遠

藤
哲
万
（
丸
本
組
）
＝
Ａ
Ｉ
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
作
業
の

効
率
化
▽
新
田
拓
也
（
若
生
工

業
）
＝
未
来
の
災
害
に
備
え
る

【
施
工
の
部
】

◎
優
秀
賞

▽
齊
藤
稜
（
橋
本
店
）
＝
難
条

件
に
お
け
る
工
程
管
理
・
安
全

管
理
の
工
夫
▽
庄
子
甫
史
（
橋

本
店
）
＝
基
礎
捨
石
の
流
出
防

止
対
策
に
よ
る
工
程
管
理
▽
山

田
智
也
（
橋
本
店
）
＝
工
程
・

品
質
管
理
に
お
け
る
工
夫
▽
雫

石
翔
太
（
丸
本
組
）
＝
Ａ
Ｉ
画

像
解
析
技
術
を
用
い
た
工
事
全

体
の
最
適
化

◎
佳
作

▽
早
坂
兼
（
佐
藤
工
務
店
）
＝

３
次
元
設
計
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
生
産
性
向
上
▽
赤
間
翔
（
橋

本
店
）
＝
３
Ｄ
モ
デ
リ
ン
グ
を

活
用
し
た
現
場
管
理
▽
小
野
﨑

拓
哉
（
橋
本
店
）
＝
３
次
元

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
土
量
の
管

理
▽
高
橋
広
樹
（
橋
本
店
）
＝

砂
防
堰
堤
工
事
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
・
環
境
負
荷
の

低
減
▽
阿
部
冬
威
（
深
松
組
）

＝
再
生
資
源
化
に
お
け
る
環
境

負
荷
低
減
と
生
産
性
向
上
へ
の

影
響
▽
阿
部
優
太
（
丸
本
組
）

＝
安
全
管
理
の
強
化

◎
努
力
賞

▽
安
住
誠
（
熱
海
建
設
）
＝
安

全
管
理
の
進
化
▽
安
保
知
（
奥

田
建
設
）
＝
た
め
池
改
修
に
お

け
る
堤
体
盛
土
の
品
質
管
理

▽
相
澤
拓
斗
（
佐
藤
工
務
店
）

＝
現
場
内
巨
石
の
有
効
活
用

▽
相
沢
航
平（
橋
本
店
）＝
シ
ー

ル
ド
工
事
に
お
け
る
安
全
管
理

▽
木
村
樹
（
丸
本
組
）
＝
低
土

被
り
ト
ン
ネ
ル
施
工
時
の
安
全

対
策

【
25
周
年
特
別
賞
】

◎
優
秀
賞

▽
伊
藤
和
輝
（
橋
本
店
）
＝
建

設
現
場
に
お
け
る
週
休
２
日
制

の
実
現
に
む
け
て
▽
金
戸
友
太

（
丸
本
組
）
＝
土
木
の
イ
メ
ー

ジ
を
変
え
る
▽
津
田
旭
（
丸
本

組
）
＝
土
留
め
・
仮
締
切
工
に

お
け
る
端
部
止
水
方
法

◎
佳
作

▽
平
形
徹
（
熱
海
建
設
）
＝
女

性
に
対
す
る
作
業
環
境
の
改
善

▽
高
橋
佑
生
（
橋
本
店
）
＝
難

条
件
施
工
箇
所
に
お
け
る
工
程

管
理
・
安
全
管
理
の
工
夫
▽
髙

橋
正
人
（
丸
か
建
設
）
＝
休
日

を
休
む
た
め
に

政
局
は
「
４
週
８
閉
所
を
実
施

す
る
た
め
の
早
期
発
注
、
余
裕

期
間
の
設
定
な
ど
で
適
正
な
工

事
期
間
を
確
保
す
る
。
困
難
で

あ
る
場
合
は
適
切
な
工
事
量
や

内
容
と
す
る
こ
と
。
二
次
製
品

の
製
作
期
間
を
確
保
す
る
こ
と

で
４
週
８
閉
所
を
確
保
し
て
い

き
た
い
」
と
回
答
。

　

過
半
数
の
会
員
が
要
望
し
た

発
注
ロ
ッ
ト
の
大
型
化
・
技
術

者
要
件
の
緩
和
は
、「
一
括
審

査
方
式
や
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
に
つ
い

て
、
該
当
す
る
案
件
が
あ
る
場

合
に
活
用
を
検
討
し
、
発
注

ロ
ッ
ト
の
大
型
化
に
努
め
て
い

く
。
配
置
技
術
者
に
つ
い
て
も

工
事
の
内
容
を
踏
ま
え
、
難
易

度
が
高
い
工
事
を
除
き
、
緩
和

を
図
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
発
注
予
定
表
へ
の
配
置
技

術
者
の
要
件
の
表
記
に
つ
い
て

も
「
記
載
を
進
め
て
い
る
」
と

返
答
し
た
。

２０２４

１１月１日

金曜日
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